
                      

 

令 和 元 年 ８ 月 ２ 日 

道 路 局 国 道 ・技 術 課 

道路メンテナンス企画室 

 

道路における建設資材調達のあり方について議論いただきます 

～「道路における建設資材調達に関するあり方検討委員会（第１回）」を開催～ 

 

 

 

 道路においては、高度成長期に整備した橋梁やトンネル、舗装など建設後５０年を経過し

た構造物が増加傾向にあり、建設後５０年を経過した橋梁の割合は１０年後には５０％に

急増する見込みであり、これらの維持管理費用は拡大する傾向にあります。 

また、道路整備・維持管理に必要な建設資材においては、需要の減少に伴う供給施設

の減少、原料の輸入価格変動などによる価格上昇などが懸念されることから、今後の道路

における建設資材調達のあり方を検討するものです。 

 

 

１． 日 時 ： 令和元年８月６日（火） 11：00～12：00 

２． 場 所 ： 中央合同庁舎３号館１階 共用会議室 

（千代田区霞が関２－１－３） 

３． 委 員 ： 別紙１のとおり 

４． 議 題 ： （１） 道路を取り巻く現状 

         （２） 道路で利用する建設資材を取り巻く状況 など 

 

       ＜取材等について＞ 

・ 取材（傍聴・撮影）可。ただし、撮影は冒頭のみとなります。 

・ 当日は、検討会開始１０分前までにお越しください。 

・ 座席には限りがありますので、あらかじめご了承ください。 

・ 資料、議事の概要については、会議後、国土交通省ホームページに公開します 

 

 

 

 

道路においては、橋梁・トンネルなどの老朽化に伴う維持管理費用の拡大、建設資材の

価格上昇や安定供給などに対応するため、「道路における建設資材調達に関するあり方検

討委員会」を設置し、第１回検討会を８月６日に開催します。 

 

■問合せ先■ 

国土交通省 道路局 国道・技術課 道路メンテナンス企画室 

 信太、中屋（内線：37811、37892） 

  （代表）TEL：03-5253-8111 （直通）TEL：03-5253-8494 FAX：03-5253-1620 



 別 紙 １  

 

道路における建設資材調達に関するあり方検討委員会名簿 

 

（委員） 

◎ 秋葉 正一  日本大学生産工学部 教授 

 内田 大介  法政大学デザイン工学部都市環境デザイン工学科 准教授  

 大橋 弘     東京大学公共政策大学院 教授 

 楠   茂樹   上智大学法学部 教授 

 堀田 昌英  東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 

 

（オブザーバー） 

 （一社）セメント協会 

 全国生コンクリート工業組合連合会 

 （一社）日本橋梁建設協会 

 （一社）日本建設業連合会 

 （一社）日本道路建設業協会 

 （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 

 

◎：委員長 

（敬称略） 

（５０音順） 


